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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学キャンパス内で動物介在活動を実施する可能性を探求することを目的
とする。その際、介在させる動物は保護猫とし、行政施設による殺処分を少しでも減らすための取組みの一助と
することも目指す。大学生9名との猫との触れ合い実験の結果、触れ合い後のストレス度が有意に低くなること
が分かり、その結果を踏まえて大学図書館の一角で「キャット・セラピー」を試行したところ、多くの学生が参
加し、癒しの効果だけでなく勉学への取組み意欲の向上も見られた。このことから、大学キャンパスにおける動
物介在活動の実施は大学生のメンタルヘルス、更には学習意欲の向上という側面からも有意義なものであること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpous of this study was to develop an Animal Assisted Activitiy (AAA) 
 program for students’ mental health on college campus. This study also aimed to explore how to 
reduce cats that were supposed to be killed by public animal shelters. Using a cat, which was 
relased from an animal shelter, as an theapy animal, 9 college students were disignated to play with
 him freely. This experiment showed that the cat brought stress relief to all participants. After 
this expriment, AAA was conductd at a college library. Many students participatd in this acticity 
and enjoyed playing with cats fully. Many participants calimed that it was great stress relief for 
them and gave them motivation to study more.

研究分野：高等教育
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１．研究開始当初の背景 
 大学生の年代は、青年期特有のアイデンテ
ィティ・クライシスと相まって、学業や対人
関係、職業選択といったストレスイベントか
ら様々な心理的問題を抱える学生が多い。特
に近年は、憂うつさや意欲低下といった抑う
つ症状や、精神疾患（気分障害や不安障害等）
といったメンタルヘルスに関する学生相談
が各大学において増加していると言われて
いる（日本学生支援機構、2009）。こうした
悩みや不安、心の病を抱える学生に対しては、
学業面での配慮だけでなく、心理的サポート
や医療的対応が欠かせない。 
メンタルヘルス上の問題を抱える学生が
学生相談室や保健管理センターを訪れた場
合、症状の程度に応じて学生相談員（教職員）
や臨床心理士、精神科学校医が対応するが、
その際にはカウンセリングや薬物療法の他、
必要に応じて精神療法が行われている。そう
した心理的介入法については、一般的には認
知行動療法や対人関係療法などがあるが、日
本の高等教育機関での実施は皆無ではある
ものの、近年注目を集めているものに動物介
在療法／活動がある。動物介在療法とは「専
門的な医療スタッフのもとで動物が介在し、
患者の治療を補助的に行う活動」であり、動
物介在活動とは「動物とのふれあいを通じて
生活の質（QOL）の向上を目指す、必ずしも
医療従事者の参加を必要としない活動」のこ
とである（田丸・戸塚、2006）。この動物介
在療法／活動による心理的・生理／身体的・
社会的効果は、1980 年代から国内外の科学
的研究により実証されており、動物との接触
が不安や抑うつの軽減、血圧や心拍数の低下
等をもたらし、ストレスの軽減に役立つこと
が多数報告されている（中島、2015）。こう
した人間のメンタルヘルスケアに有効なプ
ログラムは、大学でも実施される価値はある
と考える。 
一方、現在の日本社会に目を転じると、伴
侶動物として沢山の犬や猫が家庭で愛でら
れている傍ら、行政施設では未だ年間 8万頭
以上の犬猫が殺処分されている（平成 27 年
度統計）。その内の 8 割は猫である。犬の場
合は、殺処分寸前のところを引き出され、セ
ラピー・ドッグとして育成されて新たな生を
歩んでいるケースを耳にするが、猫に関して
は、そのようなストーリーを耳にしたことは
ない。猫の殺処分数を少しでも減らす取組の
一つとして、殺処分から免れた猫をセラピ
ー・キャットとして新たな生を歩んでもらう、
という方法も考えられるのではないだろう
か。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、近年つとに増えているメンタ
ルヘルス上の問題を抱える大学生に対し、心
理的介入法の一つとして動物介在活動を実
施し、その効果検証を行う。その検証結果を
もとに、大学生のメンタルヘルスケアに有効

な動物介在プログラムを開発することが本
研究の目的である。また、本研究では、行政
施設による猫の殺処分を少しでも減らすた
めの取組みとして同プログラムを開発する
ことを目指しているため、いわゆる「保護猫」
を介在動物として採用することの可能性に
ついて明らかにすることも目的とする。 
こうした目的の遂行のために、大学をフィ
ールドとした場合のプログラム実施協力体
制のあり方、懸案となる課題への対策、プロ
グラムの効果について検討する。 
 
３．研究の方法 
 猫を介在動物として動物介在活動を行っ
た場合に、被験者（大学生）の精神健康面に
どのような変化が現れるかを検証するため、
以下のような調査を行った。 
調査対象：横浜国立大学 1年生 9名 
調査時期：平成 27年 6月～7月 
手続き：筆者が担当する 1年次生対象の授
業において本研究の趣旨を説明し、それに賛
同し協力を申し出た被験者 9名に、週 1回筆
者の研究室を訪問してもらい、30分ほどの猫
と触れ合いを 4 週連続で行った（計 4 回）。
被験者の精神的健康度の変化を測定するた
め、触れ合い実験開始前と終了後に「日本版
GHQ28（精神健康調査票）」を用いた質問紙
調査を実施すると共に、毎回、触れ合いを行
う直前・直後に「気分調査票」（坂野ら、1994）
への記入を依頼した。30分ほどの猫との触れ
合いは、被験者が自由に猫と過ごせるよう、
筆者は研究室の中に設置された間仕切りの
陰で待機していた。 
この触れ合い実験に参加した介在動物は、
横浜市動物愛護センターで殺処分を免れ譲
渡対象となっていた猫のうち、筆者が「適性
がある」と判断し譲渡してもらった猫である。 
 
４．研究成果 
（１）猫を用いた動物介在活動を大学生に行
った場合の効果検証 
 「日本版 GHQ」は、2～3週間前から現在
までの身体状況を「身体症状」「不安と不眠」
「社会的活動障害」「うつ状態」の４つの因
子から尋ねたものである。触れ合い実験を開
始する約 1週間前と計 4回の実験を終了した
約 1週間後に行った調査結果の平均値を比較
したところ、有意差は認められなかった（t
（8）＝0.77, n.s.）。一方、「気分調査票」は、
リラックスによる心理的変化を即座に把握
することができるとされており、「興奮と緊
張」「爽快感」「疲労感」「抑うつ感」「不安感」
の 5因子から成り立つ尺度である。毎回の触
れ合い実験実施直前と直後に実施した調査
結果の平均値を比較したところ、いずれの回
においても猫との触れ合い後のストレス度
が有意に低下していることが分かった（スト
レス反応を強く示すほど高得点になる）（表
1）。 



表 1 気分調査票 平均値 

日本版 GHQの結果だけに注目すれば、動
物介在活動は一寸、大学生の精神的健康度を
高める効果を示していないように見える。し
かし、本研究がデザインした週 1回 30分だ
けの動物との触れ合いでは、数週間、数か月
という単位での精神的健康度の変化を期待
するには無理があるといえるかも知れない。
また、本研究が採用した日本版 GHQの採点
法に則ると、最高点は 28点、最低点は 0点
となり、GHQの手引きによると、大学生を
主とする青年期層については、「神経症者」
と判定できる上位群は概ね 12点以上とされ
ている。しかし、本研究の被験者の中で、触
れ合い実験前の段階で「神経症者」と判定さ
れた者は 9名中 1名（その学生の得点は 20
点）であり、その他の学生はいわゆる「健常
者」であった。よって、本研究の被験者のほ
とんどは、もともと（日本版 QHQで測定す
るところの）精神的健康度が良かったといえ
る（なお、触れ合い実験前に日本版 GHQの
得点が 20点だった学生は、実験後の得点は
15点と減少していた）。 
より重要なのは、気分調査票の結果に見ら
れた、触れ合い実験前後の変化である。筆者
の研究室に入って来た時には「気分が沈んで
憂うつ」であったり、「何となく不安だ」「気
が重い」に「当てはまる」という回答してい
た被験者たちが、触れ合い実験後にはその気
分から解放されているのである。また、被験
者からは、「心結(こころ)（本研究で介在動物
となった猫の名前）と触れ合うことで、課題
のことでイライラしていた気持ちが落ち着
いて、逆に頑張ろうと思えるようになりまし
た。」「日々の生活の中で色々なことに疲れた
時、心結ちゃんと遊ぶ時間を考えると、また
頑張ろうと思うことができました。」といっ
た声も聞かれた。「今日は雨が降って億劫だ
ったけど、心結ちゃんに会えると思って頑張
って大学に来た。」という被験者もいたほど
である。 
触れ合い実験の最終回で、被験者に「今後、
大学の施設内に自由に猫と触れ合える場所
ができれば利用したいと思いますか」と尋ね
たところ、全員が「とてもそう思う（7名）」
「ややそう思う（2名）」と答えていた。以上
のことから、大学キャンパスにおいて動物介
在活動を実施することは、メンタルヘルス上
の問題を抱える学生だけでなく、いわゆる健
常者の学生にとっても勉学への取組み意欲
の向上という面で心理的なサポートの幅が
広がる可能性があることが分かった。 

（２）猫を介在動物とした動物介在プログラ
ム―キャット・セラピー―の試行 
 （１）における効果検証の結果を受け、大
学施設内に誰でも気軽に利用できる動物
（猫）と触れ合える場所を設置すべく検討を
行った。当初は、保健管理センター建物内で
の実施を考えたが、センター関係者と交渉を
重ねる中で、猫をセンター建物内に入れるこ
とには衛生上問題があること、また、学生に
とって保健管理センターに足を運ぶという
のは敷居が高い傾向にあるため、「誰でも気
軽に利用できる」ことを目指すのであれば、
保健管理センター以外がよい、ということに
なった。 
米国の大学では、試験期間にストレスが溜
まる学生に少しでも癒しの場を提供しよう
と、図書館の一角を利用して学生と動物（主
に犬）が触れ合う機会を設けている機関は少
なくない（Pet Partners, 2013）。そこで、筆
者の所属する横浜国立大学中央図書館と交
渉したところ快諾を得ることができた。 
動物介在プログラムで採用する猫につい
ては、行政の動物愛護センターに収容され、
動物愛護団体が引き出し、その里親になった
個人や、横浜国立大学近隣で猫の保護・譲渡
活動を行っているグループから定常的に提
供してもらえることとなった。 
中央図書館の 1階にあるガラス張りの部屋
を会場とし、「キャット・セラピー」と称し
て誰もが自由に出入りして複数の猫と触れ
合える場は、これまで 3度を設けた： 

 
第 1回：2016年 1月 28日、2月 4日 
第 2回：2016年 7月 19日、7月 22日 
第 3回：2017年 2月 1日、2月 7日 
 

1 回の開催につき 2 日間実施し、それぞれ 3
時間程度行ったが、第 1回目の参加者は 1日
あたり 60名程度、2回目は 80名程度、3回
目は 100名程度と、回を追うごとに盛況さが
増していった。 
 各回とも、実施のタイミングは１学期の間
で最もストレスの溜まる時期―期末試験直前
および試験期間中―であり、参加者からは「子
猫に癒されました！これでテスト勉強も頑
張れる！」「レポートの疲れも吹っ飛ぶ。」
「日々の生活の疲れが癒されました」といっ
た、学業への意欲向上を含む、ストレス解消
の声が寄せられた。試験期間だけでなく、継
続的な実施を求む声も多く寄せられた。 
これらの結果から、大学キャンパスにおけ
る動物介在プログラムの実施は、大学生のメ
ンタルヘルス面のみならず、勉学への取組み
意欲の向上という面でも、学生たちへの有益
な支援活動となり得ると考える。一方、本研
究は、保護猫を介在動物とすることで、猫の
殺処分を少しでも減らす取組みの一助とな
ることを目指していたが、「キャット・セラ
ピー」に参加した猫が、不特定多数の学生に
触れられることで人馴れし、次の譲渡会で積

  第 1回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 

触れ合い前平均値 36.0  32.4  34.6  32.2  

触れ合い後平均値 25.3  23.2  25.3  25.0  

p<0.1 



極的に人間に近寄っていくようになった、と
いうエピソードも生まれた。このことからも、
保護猫を採用するという本プログラム（「キ
ャット・セラピー」）の取組みは、飼い主の
いない猫の殺処分を少しでも減らす取り組
みの一助となり得ると考える。 
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